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註 
1 キューブラー＝ロス(2001b, p. 80)より。 
2 キューブラー＝ロス(2001a, p. 30; 2003, pp. 283-286). 
3 キューブラー＝ロス(2001a, pp.88-). 
4 キューブラー＝ロス(2003, p. 238). 
5 キューブラー=ロス(2003, p. 241). 
6 デーケン(1986a, p. 15). 
7 キューブラー＝ロス (2003, p. 474-475). 
8 デーケン(1996, P. 20). 
9 デーケン自身は、氏の編集による「＜叢書＞死への準備教育（デス・エデュケーション）」（全三巻）が
出版された1986年を、死のタブー化の強かった当時の日本が「死への準備教育」へと向かうことになった
「ターニング・ポイント」として位置づけている。CF. デーケン(2001, P. 5). 




11 デーケン(2001, P. 17-18). 
12 デーケン(1996, p. 22). 
13 たとえば、大谷(2005, p. 94)が、日本における「死の教育」、「いのちの教育」における「開拓者デーケン」
の影響力の大きさに言及している。 
14 デーケン(1986b, 209). 
15 デーケン(1986a, pp.46-47). 
16 斉藤(2002, p. 48, 54). 
17 斉藤(2002, p. 75). 
18 斉藤(2002, p. 225). 
19 斉藤(2002, p. 15)．入居者、早坂潔さんのことば。 
20 斉藤(2002, p. 18). 
21 斉藤(2002, p. 142). 
22斉藤(2002, p. 140-141). 
23 斉藤(2002, p. 98). 
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